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 5.2 融雪災害の事例解析 

① 2005.4/23 夜半 東竹沢地区での崩落 

 降雨によって融雪が進む中、芋川流域内の東竹沢

地すべり頭部滑落崖に崩落が発生した。発生規模は、

長さ 130m、幅約 100m、概算発生土砂量は、32,000m3

と想定される。 

 
図 4 災害発生時の融雪・気象状況(2005.4/21～4/24) 

 
 当時、融雪最盛期で、毎日 20～40mmの融雪が
発生していた。 

 融雪水量と降雨の和は、4/22では 50.3mm、4/23
では 56.2mmであり、2005年で最も多くの水量
が地表面に達した。 

 4/23日未明の降雨は 5～15mm hour-1の強い雨

で、延べ 40mmの降雨を記録した。 
 4/22日中の融雪と4/23日未明の降雨によって連
続して地表面に水量が供給されていた。 

 22日の融雪と 23日未明の降雨によって、水位
は 24時間で 50cm近く急激に上昇した。 

 
② 2006.5/6 小千谷市十二平での地すべり 
芋川流域の中流に位置する、小千谷市十二平で

地すべりが発生した。発生規模は長さ10m、幅10m、
厚さ 1m、概算土砂量は 100m3であった。 

 
図 5 災害発生時の融雪・気象状況(2006.5/4～5/7) 

 
 当時、融雪末期で日中の気温は 20℃を超え、毎
日 50mmを超える融雪が発生していた。 

 当時、積雪深は 60cm程しかなかったことから、
表面で発生した融雪水量は 0～1時間ほどで地
表面に到達したと推測される。 

 5/5の 5時から毎時間、融雪水量が連続して土壌
に供給され、6日の 24時までで延べ 113mmの
融雪水量が地表面に供給された。 

 夜間でも少量の融雪水量が発生していた。 
 当時、降雨は記録されていなかったため、融雪

水量を主たる誘因で地すべりが発生した。 
 
6. まとめ 
1) 日融雪水量は、熱収支法が最も再現性が良く、
精度の良い推定が可能であるが、簡易熱収支法

や Degree-day法でも同程度の精度が望める。 
2) Degree-day法は水津(2002)により標高による依
存性がないことが指摘されているため、広域及

び任意地点の正確な推定は困難である。 

3) 気温、降水量、日射量から推定することが出来
る簡易熱収支法は、短期予測や任意地点の推定

も可能であることから、適用が望ましい。今回、

誤差が 10mm day-1ほど生じたので、精度向上

にはパラメータ等の検討が望まれる。 

4) 融雪による土砂災害発生当時、災害発生前日か
ら連続して地表面に融雪や降雨が供給され続け

た場合に、土砂災害が発生している場合が多く

あった。その値は 50～100mmであった。 
5) 朝方から午前中にかけて発生した土砂災害事例
は、前日の融雪と深夜の降雨が大きく影響して

いた。 
6) 昼過ぎから夜にかけて発生した災害事例は、前
日の融雪と降雨に加え、当日の融雪が大きく影

響しているとされる。 
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